


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２歳児の友達との関わり… 
お友達との関わりも深まり、最近は一緒に遊ぶことがとても楽しいようです！

お友達と一緒にごっこ遊びを楽しむ姿もよく見られるのですが、その様子を 

よく見ていると… 

ある日の室内遊びの時、Yちゃんと 

Sちゃんが２人で遊びを始めました。 

箱積み木と木の板を使ってお家を作り、 

ままごとの玩具を持ってきてごっこ遊びを 

しています。 

SUちゃん R くんも仲間入り！ 

以前なら「ダメー！」と言っていましたが、 

快く受け入れます！ 

気付けば、みんなが入れるようにお家も 

広がっています！ 

みんなでが 

楽しい！ 

ところが… 

“楽しそう！”と Tちゃんもやってきました。…が、 

初めからお家にいた Sちゃん。Tちゃんの仲間入りは OK 

だったのですが、どうしても Tちゃんが持っていたおぼんを 

中に入れることは嫌だったみたいです。（子どもならではの 

Sちゃんのこだわりですね）中に入れたい Tちゃん。入れて 

ほしくない Sちゃんで言い合いになります。 

周りのお友達も心配そうに見ていました… 

保育士は、側にいて様子を見守っていました。すると… 

何か決定的な言葉や解決策があったわけではありません

でした。が、Sちゃんが根気負けしたわけでもなく、 

Tちゃんが無理やり入れたわけでもなく、お互いにすっと 

納得して一緒に遊び始めたのです！ 

ちゃんとおぼんも中に 

入っています！ 

 お友達と一緒に遊ぶのは本当に楽しい！みんなで遊ぶのはもっと楽しい！そんなことがわかるようになり、 

お友達の思いを受け入れたり、一緒に考えたり、そんなことも少しずつできるようになってきたぺんぎんさん達 

ですが、まだまだ自分が！の気持ちが強いのも今の姿です。仲良く遊んでいるなと思っていると、次の瞬間には 

言い合いに！なんてこともよくあります。しかし、自分たちで解決する力も少しずつつけてきています。 

今回のように保育士が間に入って解決しなくても、子ども達なりに分かり合って解決することもあるのです。もちろん 

解決の方法を伝えていくことも大切ですが、大人が入って納得を促すよりも子ども同士で何となく分かり合う方が上手く 

いくこともあるのかもしれないですね… 

 



 こんなことも楽しめるように…！！ 
この日、デカルコマニーという技法を使ってちょうちょに模様をつけました。 

まずは、保育士が見本を見せながら紙の半分に絵の具をつけることと絵の具を 

つけたら紙を半分にすることを伝えました。 

自分で好きな色の絵の具を選び、 

タンポで模様をつけます。 

「次は青〜！」「赤にするー！」と色の名前も

しっかりわかり、絵の具を選んでいました。 

絵の具をつけると紙を半分に 

することも覚えていました！！ 

そーっと広げてみると… うわー！！と目を輝かせて 

喜んでいました☆ 

 今回は子ども達が発見した遊びではなく、保育士が提供した遊びでしたが、説明したことをしっかりと 

覚えており、自発的に取り組んでいました！そして、何よりデカルコマニーのねらいである模様が転写 

されることをおもしろいと感じていました！！転写されることを理解するのは難しいかな？と 

思っていまいしたが、理解して楽しむ姿に成長を感じました。 

H くんだけでなく、他のお友達も 

とても楽しんでいて、「もう１回 

する！」と言って、他の紙にもして

何度も楽しんでいました！！ 






